
再評価結果（平成２２年度事業継続箇所）

担 当 課：道路局国道・防災課

担当課長名：深澤 淳志

事業名 旭川十勝道路 事業 一般国道 事業 国 土 交 通 省
あさひかわとかち

一般国道３８号 富良野道路 区分 主体 北海道開発局
ふ ら の

起終点 自：北海道富良野市字学田三区 延長
ほつかいどう ふ ら の がくでんさんく

至：北海道富良野市字上五区 ８．３km
ほ っ か い ど う ふ ら の か み ご く

事業概要

旭川十勝道路は、旭川市を起点に富良野市を経由して占冠村に至る延長約１２０ｋｍの地域高規格道路

であり、北海道縦貫自動車道及び北海道横断自動車道と連絡することで高規格幹線道路網を補完する規格

の高い道路として旭川圏と十勝圏を結びます。このうち、富良野道路は、富良野北ＩＣから上五区交差点

に至る延長約８．３ｋｍの事業である。

Ｈ１４年度事業化 Ｈ－年度都市計画決定 Ｈ１５年度用地補償着手 Ｈ１８年度工事着手

（Ｈ－年度変更）

全体事業費 約２８４億円 事業進捗率 ３０％ 供用済延長 ０．０km

計画交通量 ９，６００～１０，７００台／日

費用対効果 Ｂ／Ｃ 総費用 (残事業)/(事業全体) 総便益 (残事業)/(事業全体) 基準年

分析結果 (事業全体) １．６ １９３/２８０億円 ４４５/４４５億円 平成２１年

事 業 費：174/261億円 走行時間短縮便益： 363/363 億円

(残事業) ２．３ 維持管理費： 19/19億円 走行経費減少便益： 49/49 億円

交通事故減少便益： 32/32 億円

感度分析の結果 残事業について感度分析を実施

交通量変動 ：B/C=２．６(交 通 量+10%) B/C=２．０(交 通 量-10%)

事業費変動 ：B/C=２．１(事 業 費+10%) B/C=２．５(事 業 費-10%)

事業期間変動：B/C=２．２(事業期間+１年) B/C=２．４(事業期間-１年)

事業の効果等

地域の特殊性を考慮した便益

①夏期観光時期の混雑緩和

・夏期観光時期の休日交通を考慮することによる効果【約13億円※】

②救急医療（初期治療）へのアクセス向上

・当該道路の整備による救急医療（初期治療）へのアクセス向上効果【約3.3億円※】

③余裕時間の短縮による効果

・当該道路の整備により到着予定時刻に遅刻しないために見込む余裕時間が短縮する効果【約35億円※】

※は、供用後50年間の便益額として試算した値（参考値）

定性的な効果

④市街地部の交通混雑緩和

・富良野道路へ通過交通の転換が図られ、現道部における渋滞や混雑の緩和が期待される。

（観光時期における渋滞状況 最大渋滞長4,500m）

⑤農産品の流通効率化

・富良野地域で生産されるにんじんやたまねぎなど野菜類の円滑な輸送により流通の効率化が期待され

る。（富良野地域の生産量 にんじん：約3万ｔ／年、たまねぎ約11万ｔ／年）

⑥観光地へのアクセス性向上

・富良野、美瑛地域にある観光地へのアクセス向上や、スキーなど冬期観光交通の安全性向上が期待され

る。（富良野、美瑛地域の観光入込客数 約618万人／年）

⑦バス路線の利便性向上

・富良野市街地を通過する路線バスの遅れの解消等が期待される。

（富良野市街地を通過する路線バス運行状況 30往復便／日 利用者 約22万人／年）

⑧地域ネットワークの形成

・富良野地域と道北圏の拠点都市である旭川市を結ぶ地域ネットワークの形成により高次医療施設（旭川

赤十字病院等）や、大型商業施設へのアクセス向上が期待される。

⑨ＣＯ２排出量の削減

・当該道路の整備により自動車からのＣＯ2排出量10,870(t-CO2/年)の削減が期待される。



関係する地方公共団体等の意見

地域から頂いた主な意見等：

富良野市をはじめとする２市６町１村の首長等で構成される旭川十勝道路整備促進期成会等より早期整

備の要望を受けている。

知事の意見：

道内の高速交通ネットワークを形成する高規格幹線道路、地域高規格道路など重要な路線であり、交通

混雑の解消や物流の効率化を図ることにより、道民生活の向上や経済・社会活動の活性化に寄与すること

から事業の継続が必要である。

事業評価監視委員会の意見

当委員会に提出された再評価原案準備書の対応方針については、北海道開発局案を妥当と判断するが、

事業費が大幅に増加している事業があることから、今後は以下に留意されたい。

１．調査を充実させ、事業費の積算精度を向上させるよう努めること。

２．事業費の管理を適正に行うとともに、その抑制に努めること。

３．早期供用開始に向け、事業の促進に努めること。

４．定性的な効果として、道路整備が観光振興に及ぼす効果について検討すること。

事業採択時より再評価実施時までの周辺環境変化等

・平成１７年４月 道の駅ひがしかわ「道草館」、平成１９年４月 道の駅びえい「丘のくら」オープン

・平成１７年５月 国道２３７号を基幹ルートとする「大雪・富良野ルート」シーニックバイウェイ指定

・旭川市の旭山動物園の入場者数全国第２位

事業の進捗状況、残事業の内容等

平成１８年度に工事着手して、用地進捗率９３％、事業進捗率３０％となっている。

事業の進捗が順調でない理由、今後の事業の見通し等

引き続き、早期供用に向けて事業を進める。

施設の構造や工法の変更等

最新の交通需要推計による将来交通量の減少に伴う計画車線数の見直し（４車線から２車線）、被圧帯

水層に耐えられるトンネル構造への変更、横断構造物に頂版の薄い新形式の函渠工を採用し盛土高を抑制、

風洞実験結果により、風上側を緩勾配盛土とし防雪柵・防護柵を削減するなどの変更を行っている。

対応方針 事業継続

対応方針決定の理由

事業の必要性・重要性は変化なく、費用対効果等の投資効果も確保されているため。

事業概要図

※ 総費用、総便益とその内訳は、各年次の価額を割引率を用いて基準年の価値に換算し累計したもの。


